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は
じ
め
に

　

本
論
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
葬
制
が
戦
後
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
変
容
を
遂
げ
た
の
か
、
契
約
講
と
呼
ば
れ
る
互
助
組
織

の
連
合
と
再
編
お
よ
び
地
域
住
民
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、（
地
域
社
会
外
部
の
）
市
場
的
・
政
治
的
影
響
を
総
合
的
・
俯
瞰
的
に
勘

案
し
な
が
ら
、
そ
の
力
学
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〈
論
文
要
旨
〉　

本
論
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
葬
制
が
戦
後
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
変
容
を
遂
げ
た
の
か
、
契
約
講
と
呼
ば
れ
る
互
助
組
織
の

連
合
と
再
編
の
過
程
を
跡
付
け
な
が
ら
、
変
化
の
契
機
と
力
学
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
る
山
形
県
最
上
郡
最
上
町

の
町
場
エ
リ
ア
に
は
多
数
の
契
約
講
が
林
立
し
、
火
葬
（
野
焼
き
）
の
遂
行
を
支
え
て
い
た
。
重
油
式
火
葬
場
の
建
設
、
霊
柩
自
動
車
の
導
入
を
受

け
、
契
約
講
は
労
務
的
互
助
機
能
を
放
出
し
て
い
く
。
火
葬
場
の
建
設
は
、
組
織
再
編
に
決
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
同
時
に
、
契
約
講
の
連

合
組
織
が
町
行
政
と
の
交
渉
の
末
に
実
現
し
た
成
果
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
町
の
財
政
状
況
に
加
え
、
戦
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
新
生
活
運
動

の
機
運
を
活
用
し
、
住
民
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
動
き
が
あ
っ
た
。
一
方
、
葬
儀
社
の
参
入
に
よ
る
影
響
は
副
次
的
な
も
の

だ
っ
た
。
専
門
業
者
の
参
入
と
パ
ラ
レ
ル
に
地
域
の
互
助
組
織
が
撤
退
し
、
相
即
的
に
葬
制
を
変
容
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
主
体
性
や
合

意
形
成
こ
そ
が
変
化
を
も
た
ら
す
最
大
の
触
媒
と
な
っ
て
い
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

葬
儀
の
変
容
、
契
約
講
、
火
葬
場
の
建
設
、
住
民
の
主
体
性
、
伝
統
の
再
編
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戦
後
の
葬
送
習
俗
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
村
上
興
匡
は
、
戦
後
の
葬
儀
慣
習
の
変
化
と
し
て
、

①
中
心
儀
礼
の
変
化
：
葬
列
か
ら
告
別
式
、
②
葬
儀
実
働
補
助
の
変
化
：
葬
式
組
か
ら
葬
儀
社
、
③
葬
法
の
変
化
：
土
葬
か
ら
火
葬
、

の
三
点
が
並
行
し
て
起
こ
り
、
主
導
権
が
地
域
か
ら
業
者
へ
移
行
し
た
と
指
摘
す
る
。
森
謙
二
は
、「
葬
儀
業
者
の
登
場
と
地
域
共
同

体
（
近
隣
集
団
）
の
葬
儀
か
ら
の
撤
退
は
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
」
と
述
べ
、
関
沢
ま
ゆ
み
は
、「
土
葬
か
ら
火
葬
へ
、
葬
儀
社
と
ホ
ー
ル

葬
へ
」
と
い
う
変
化
に
よ
っ
て
「
近
隣
に
よ
る
葬
儀
の
手
伝
い
と
い
う
方
式
も
終
わ
り
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る１
。
つ

ま
り
、
専
門
業
者
の
参
入
は
変
化
を
促
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
り
、
葬
儀
執
行
の
担
い
手
は
「
地
域
の
互
助
組
織
か
ら
葬
祭
業
者
へ
」

変
化
し
た
と
総
括
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
は
、
葬
祭
業
者
の
発
生
・
展
開
と
そ
れ
に
紐
付
け
ら
れ
た
葬
制
の
市
場
化
な
い
し
商
品
化

の
プ
ロ
セ
ス
を
活
写
す
る
研
究
成
果
が
相
次
い
で
提
出
さ
れ
て
い
る２
。

　

一
方
、
以
下
に
論
じ
る
よ
う
に
、
本
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
山
形
県
最
上
郡
最
上
町
の
事
例
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
葬
儀
社

の
参
入
が
変
化
の
主
要
因
と
す
る
見
立
て
は
正
鵠
を
射
た
理
解
で
は
な
い
。
加
え
て
当
地
で
は
、
貨
幣
・
商
品
・
市
場
と
い
う
経
済
的

な
影
響
よ
り
も
、
住
民
の
主
体
的
な
言
論
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
の
流
れ
を
捉
え
た
積
極
的
な
生
活
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
変
化
の
重
要

な
触
媒
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
列
島
各
地
に
共
通
す
る
要
因
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
前
述
し
た
葬
法
や
葬
儀
主
体
の
変
化
と
い
っ
た

共
通
項
を
抽
出
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
相
即
的
な
関
係
に
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
存
外
に
地
域
ご

と
の
偏
差
が
大
き
い
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
別
言
す
れ
ば
、
詳
細
な
事
例
研
究
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
の
力
学
を
個
別
に
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
最
上
町
に
お
け
る
葬
儀
の
互
助
組
織
「
契
約
講
」
の
再
編
過
程
を
跡
付
け
る
作
業
を
通
し
て
、
当
地
の
葬
制
に
変
容
を

も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
、
お
よ
び
そ
の
変
化
を
促
進
さ
せ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
し
、
従
来
の
単
線
的
な
説
明
図
式
を
再
検
討
す
る
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こ
と
を
試
み
た
い
。
な
お
山
田
慎
也
は
、
葬
儀
の
変
容
の
要
因
を
都
市
化
な
い
し
社
会
構
造
の
変
化
に
一
元
的
に
還
元
す
る
従
来
の
研

究
に
疑
義
を
呈
し
、
地
域
の
人
々
が
葬
祭
業
者
の
利
用
や
新
た
な
儀
礼
様
式
を
主
体
的
に
選
択
し
て
い
く
過
程
を
描
き
出
し
て
い
る３
。

こ
の
山
田
の
知
見
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
も
、
葬
祭
業
者
の
参
入
の
影
響
を
ひ
と
ま
ず
括
弧
に
入
れ
て
検
証
を
進
め
る
。
葬
送
に
ま

つ
わ
る
業
務
を
委
託
・
放
出
す
る
側
で
あ
っ
た
地
域
社
会
の
住
民
な
い
し
互
助
組
織
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
化
・
商
品
化

の
イ
ン
パ
ク
ト
と
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
段
階
を
よ
り
正
確
に
把
捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

一　

研
究
の
対
象
と
方
法

　

本
論
は
主
に
二
つ
の
研
究
群
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
一
つ
は
、
葬
儀
の
互
助
組
織
（
い
わ
ゆ
る
葬
式
組
）
に
関
す
る
研
究
で
あ

る
。
葬
式
組
に
関
す
る
報
告
は
、
各
地
の
民
俗
調
査
を
中
心
に
村
落
研
究
等
に
お
い
て
相
当
数
の
蓄
積
が
見
ら
れ
る４
。「
村
組
や
近
隣

組
が
葬
儀
に
際
し
て
葬
式
組
と
し
て
機
能
す
る
場
合
が
普
通
」
と
さ
れ
、
村
落
に
お
け
る
生
活
協
同
の
一
つ
と
し
て
葬
儀
の
互
助
が
位

置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
系
譜
関
係
（
同
族
）
の
家
々
、
信
仰
な
い
し
年
齢
集
団
の
場
合
も
あ
り
、
そ
の
形
態
、
機
能
、
互
助
・
合
力
の

パ
タ
ン
は
村
落
の
構
造
な
い
し
発
展
過
程
に
よ
っ
て
実
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る５
。

　

い
ま
一
つ
は
、
契
約
講
研
究
で
あ
る
。
契
約
講
を
扱
っ
た
研
究
は
、
民
俗
学
・
歴
史
学
・
社
会
学
等
の
分
野
で
蓄
積
さ
れ
て
お
り６
、

名
称
や
形
態
、
機
能
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
だ
が
、
そ
の
主
要
な
機
能
と
し
て
葬
儀
の
互
助
・
合
力
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
村
落
自
治

組
織
と
し
て
の
契
約
講
が
、
そ
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
葬
儀
互
助
に
あ
た
る
場
合
が
「
典
型
」
と
さ
れ
て
き
た
一
方
、
本
論
で
扱
う
事

例
の
よ
う
な
葬
儀
互
助
に
特
化
し
た
「
葬
式
契
約
」
や
町
場
の
契
約
講
は
、「
崩
れ
た
形
」
と
し
て
ほ
と
ん
ど
関
心
が
向
け
ら
れ
て
来

な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
本
論
は
、
町
場
の
事
例
へ
注
意
喚
起
を
行
う
意
義
も
あ
る
。
他
方
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
高
度
経
済
成
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長
期
の
社
会
変
動
に
惹
起
さ
れ
た
契
約
講
の
変
容
過
程
（
機
能
変
容
と
組
織
再
編
の
過
程
）
を
動
態
的
に
捉
え
る
論
考
も
提
出
さ
れ

た７
。
し
か
し
、
契
約
講
の
「
原
型
」
や
類
型
に
関
す
る
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
従
前
の
研
究
状
況
に
対
し
、
変
容
過
程
を
焦
点
化

し
た
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、
類
型
化
・
一
般
化
に
は
事
例
研
究
の
蓄
積
が
待
た
れ
る
状
況
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
寺
田
喜
朗
が
設
定

し
た
指
標
、「
変
質
」「
変
形
」「
解
体８
」
を
踏
ま
え
つ
つ
分
析
を
進
め
る
。
た
だ
し
本
論
は
、
契
約
講
の
再
編
過
程
そ
の
も
の
の
解
明

に
留
ま
ら
ず
、
当
該
地
域
の
同
時
代
的
状
況
を
も
踏
ま
え
て
葬
制
の
変
容
を
焦
点
化
し
、
葬
制
研
究
史
へ
接
続
す
る
こ
と
を
企
図
し
て

い
る
。
葬
儀
互
助
と
い
う
観
点
か
ら
両
研
究
群
の
架
橋
を
試
み
、
議
論
を
整
理
・
発
展
さ
せ
る
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

　

な
お
本
研
究
は
、
契
約
帳
や
香
典
帳
な
ど
の
一
次
資
料９
と
町
史
な
ど
の
関
連
す
る
二
次
資
料
を
総
合
的
に
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
町

役
場
・
寺
院
・
葬
儀
社
お
よ
び
契
約
講
の
講
員
・
元
講
員
な
ど
延
べ
三
六
人
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

用
い
て
考
察
を
進
め
て
い
くＡ
。

二　

最
上
町
に
お
け
る
伝
統
的
な
住
民
組
織
の
果
た
し
た
機
能

１　

調
査
地
概
要

　

最
上
町
は
、
山
形
県
北
東
部
、
奥
羽
山
脈
の
盆
地
に
位
置
す
る
農
林
業
の
盛
ん
な
町
で
あ
るＢ
。
藩
政
時
代
は
小
国
郷
と
呼
ば
れ
、
十

三
の
旧
村
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）、
東
・
西
小
国
村
と
し
て
分
割
さ
れ
た
が
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二

九
）
に
最
上
町
と
し
て
再
び
統
合
さ
れ
た
。

　
『
最
上
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
最
上
町
の
歴
史
に
お
い
て
「
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
事
」
と
は
、
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
の

陸
羽
東
線
（
山
形
県
新
庄
市
・
新
庄
駅
〜
宮
城
県
大
崎
市
・
古
川
駅
）
の
全
線
開
通
で
あ
る
。
町
を
東
西
に
貫
く
当
線
は
、
交
通
・
産
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業
・
文
化
面
の
み
な
ら
ず
、「
人
び
と
の
物
の
見
方
や
考
え
方
に
も
大
き
な
変
化
」
を
も
た
ら
し
た
。
多
く
の
移
住
者
が
流
入
し
、
開

通
の
前
後
で
戸
数
が
倍
増
し
た
（
一
九
〇
七
年
一
〇
五
三
戸
／
八
七
一
五
人
↓
一
九
二
〇
年
二
〇
〇
三
戸
／
一
二
三
八
四
人Ｃ
）。
な
か

で
も
経
済
的
に
大
き
く
発
展
し
た
の
が
町
中
心
部
に
位
置
す
る
向
町
で
あ
る
。
藩
政
期
中
頃
よ
り
商
業
活
動
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た

向
町
は
、「
他
地
方
ヨ
リ
移
住
セ
ル
人
々
ニ
ヨ
リ
商
業
ノ
活
動
頗
ル
旺
盛
」
と
な
るＤ
。
鉄
道
開
通
以
前
か
ら
の
住
民
（
主
に
農
業
・
商

業
を
営
む
旧
家
層
）
と
、
開
通
後
に
移
住
し
て
き
た
住
民
（
主
に
小
規
模
経
営
の
商
工
業
者
お
よ
び
日
雇
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
者
）

が
混
住
す
る
地
域
と
な
り
、
表
通
り
と
裏
通
り
に
は
多
く
の
商
店
が
建
ち
並
ん
だ
。
な
お
、
大
正
〜
昭
和
初
年
頃
の
向
町
の
商
業
別
戸

数
内
訳
は
、「
農
業
」
五
〇
戸
（
二
八
％
）、「
商
業
・
職
人
」
五
三
戸
（
三
〇
％
）、「
旅
館
・
飲
食
店
」
二
四
戸
（
一
三
％
）、「
官
吏
・

日
雇
・
無
職
」
五
二
戸
（
二
九
％
）
で
あ
るＥ
。

　

第
二
次
大
戦
後
、
復
員
者
や
帰
村
者
に
よ
り
再
び
人
口
が
増
加
す
る
（
一
九
四
五
年
二
八
二
〇
戸
／
一
七
八
四
六
人
）。
彼
ら
の
主

要
な
雇
用
先
は
、
鉱
山
業
お
よ
び
木
炭
生
産
業
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
、
最
上
町
と
し
て
町
制
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
住
民
を
取
り

込
み
な
が
ら
「
後
進
性
脱
却
」
へ
向
け
た
精
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
たＦ
。
当
地
は
、
藩
政
時
代
よ
り
「
僻
遠
の
地
」

「
立
ち
遅
れ
た
所
」
と
言
わ
れ
、
鉄
道
敷
設
も
そ
の
後
進
性
を
訴
え
て
建
議
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ
たＧ
。

　

一
九
五
六
年
に
は
、
新
町
建
設
計
画
（
自
治
庁
）
お
よ
び
新
農
村
建
設
計
画
（
農
林
省
）
の
モ
デ
ル
町
村
に
指
定
さ
れ
、
町
の
振
興

が
図
ら
れ
た
と
同
時
に
、
全
国
的
な
新
生
活
運
動
の
拡
が
り
に
歩
を
合
わ
せ
る
形
で
、「
最
上
町
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
」
が
発
足

し
たＨ
。
町
社
会
教
育
課
と
教
員
、
青
年
会
、
婦
人
会
を
筆
頭
に
、
合
理
的
・
衛
生
的
な
生
活
、
お
よ
び
民
主
的
な
社
会
づ
く
り
が
目
指

さ
れ
た
。
翌
年
に
は
県
教
育
委
員
会
よ
り
研
究
指
定
を
受
け
て
新
生
活
運
動
と
行
政
と
を
一
体
化
し
た
全
町
的
な
「
町
づ
く
り
村
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
たＩ
。
青
年
・
婦
人
層
の
活
発
な
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
た
当
町
で
は
、
各
公
民
館
に
お
け
る
座
談
会
や
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知
事
を
囲
ん
で
の
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
様
々
な
生
業
・
職
種
の
住
民
に
対
し
て
い
か
に
運
動
を
展
開
し
て
い
く

か
、
熱
心
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
たＪ
。
ま
た
、
広
報
紙
に
よ
る
「
啓
蒙
」
と
投
稿
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、「
生
活
改
善
」「
因
習
打
破
」

「
旧
暦
の
廃
止
」「
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
」
あ
る
い
は
「
若
者
の
自
主
性
」「
女
性
と
子
ど
も
の
人
権
尊
重
」
等
を
呼
び
か
け
る
提
言
文

が
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
毎
月
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
地
域
住
民
の
こ
う
し
た
意
識
が
、
全
国
的
な
新
生
活
運
動
に
後
押
し

さ
れ
る
形
で
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
な
も
の
に
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

一
方
、
最
上
町
の
財
政
は
、
合
併
の
際
に
発
覚
し
た
旧
西
小
国
村
の
歳
計
現
金
六
〇
〇
万
円
不
足
問
題
の
影
響
で
赤
字
に
直
面
し
て

い
た
。
ま
ち
づ
く
り
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
、
経
費
削
減
や
納
税
の
徹
底
、
町
有
財
産
の
処
分
等
、
赤
字
克
服
に
向
け
奔
走
し
た

時
期
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
記
し
て
お
き
た
いＫ
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
高
度
経
済
成
長
の
影
響
に
よ
る
若
年
層
の
流
出
（
向
都
離
村
）
に
加
え
、
鉱
山
の
閉
山
（
一
九
六
三
〜

六
七
年
）
も
重
な
り
、
急
速
な
過
疎
化
が
進
行
す
る
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
〜
七
〇
年
代
は
農
家
の
兼
業
化
（
主
に
冬
期
出
稼
ぎ
）
が

進
行
し
た
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
建
設
業
・
製
造
業
が
成
長
を
遂
げ
、
温
泉
と
ス
キ
ー
場
を
中
心
と
す
る
観
光
業
に
よ
る
振
興
も
図
ら

れ
た
。

２　

最
上
町
の
契
約
講Ｌ

　

最
上
町
の
農
村
エ
リ
ア
で
は
、
基
本
的
に
一
つ
の
村
落
に
一
つ
の
契
約
講
が
結
成
さ
れ
て
い
たＭ
。
全
戸
が
加
入
し
、
村
仕
事
全
般
を

請
け
負
う
、
村
落
秩
序
の
要
を
な
す
組
織
で
あ
っ
た
。
厳
格
な
規
則
の
下
、「
村
」
の
下
位
組
織
で
あ
る
「
組
」
が
村
仕
事
の
一
つ
と

し
て
葬
儀
互
助
を
担
当
し
、
な
か
で
も
穴
掘
り
や
棺
担
ぎ
が
最
も
重
要
な
労
務
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
能
・
形
態
は
、

先
行
研
究
に
お
い
て
農
村
に
お
け
る
契
約
講
の
「
典
型
」
と
さ
れ
た
タ
イ
プ
で
あ
るＮ
。
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一
方
、
町
場
エ
リ
ア
の
向
町
で
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
時
点
で
二
四
も
の
契
約
講Ｏ
が
空
間
的
近
接
性
に
よ
ら
ず
複
雑
に
入

り
組
ん
で
結
成
さ
れ
て
い
た
。
加
入
は
任
意
で
、
転
出
入
等
に
よ
る
流
動
性
が
見
ら
れ
た
。
機
能
は
葬
儀
互
助
に
特
化
さ
れ
、
生
活
に

お
け
る
共
済
機
能
は
部
分
的
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
規
約
の
遵
守
よ
り
も
火
葬
と
い
う
目
的
の
遂
行
に
重
き
が
置
か
れ
、
柔
軟
な
対
応

が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
多
数
の
契
約
講
が
林
立
す
る
事
態
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
前
述
の
鉄
道
開
通
に
よ
る
移
住
者
の
急
増
が
あ
っ
た
。
非
農
家

世
帯
に
と
っ
て
、
火
葬
に
必
要
な
大
量
の
藁
を
常
備
し
て
お
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
向
町
の
住
民
た
ち
は
職
業
や

出
身
地
、
居
住
年
な
ど
を
基
準
に
、
利
害
・
便
益
の
一
致
す
る
人
・
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
、
農
家
を
巻
き
込
む
形
で
契
約
講
を
結
成
し

て
い
た
。
つ
ま
り
、
藁
の
供
出
＝
資
材
の
確
保
こ
そ
が
町
場
（
向
町
）
の
契
約
講
に
最
も
期
待
さ
れ
た
機
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
向
町
の
契
約
講
群
は
、
当
地
の
住
民
構
造
と
吻
合
す
る
形
で
併
存
・
共
存
し
て
お
り
、「
崩
れ
た
形
」
と
の
評
価
に
留
ま
ら
な

い
機
能
的
要
請
と
積
極
的
な
社
会
的
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

３　

葬
儀
と
葬
儀
手
伝
い

　

で
は
、
向
町
の
契
約
講
は
ど
の
よ
う
な
分
担
の
も
と
葬
儀
互
助
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
資
料
や
聞
き
取
り
か
ら
確
認
で
き
る

主
な
葬
儀
手
伝
い
の
内
容
は
、
各
戸
二
束
ず
つ
の
〈
藁
の
供
出
〉
を
中
心
に
、
藁
を
縄
で
縛
っ
て
二
段
に
積
み
、
ド
ー
ム
状
に
組
み
上

げ
る
〈
火
葬
場
作
り
〉、
寺
院
お
よ
び
火
葬
場
ま
で
の
〈
棺
担
ぎ
〉、
火
入
れ
後
、
夜
を
徹
し
て
火
の
加
減
を
管
理
す
る
〈
見
張
り
〉
と

い
っ
た
労
務
で
あ
るＰ
。
ま
た
、
寺
お
よ
び
知
ら
せ
先
へ
の
〈
知
ら
せ
〉、〈
祭
壇
作
り
〉、
葬
列
の
持
ち
物
や
ワ
ラ
ジ
等
の
〈
葬
具
作
り
〉、

棺
の
発
注
等
も
担
当
し
、
ネ
ン
ブ
ツ
（
念
仏
）
へ
の
全
員
参
列
と
悔
み
の
奉
呈
も
行
っ
た
。
一
方
、
賄
い
や
枕
飾
り
等
の
諸
準
備
に
関

し
て
は
、
効
率
面
か
ら
最
近
隣
の
家
々
の
女
性
を
中
心
に
、
親
族
ま
た
は
一
部
講
員
が
加
わ
る
形
で
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
賄
い
の
際
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に
使
用
す
る
多
数
の
膳
碗
・
座
布
団
等
は
契
約
講
が
貸
し
出
し
た
。
契
約
講
の
組
織
編
成
を
鋭
意
工
夫
す
る
こ
と
で
、
資
材
（
藁
）
の

確
保
お
よ
び
効
率
的
な
労
務
の
分
配
を
可
能
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
葬
儀
執
行
の
中
心
と

目
さ
れ
る
「
帳
場
」（
一
切
の
指
揮
・
金
銭
管
理
）
の
役
割
は
、
喪
家
と
の
関
係
や
読
み
書
き
・
統
率
の
能
力
等
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

適
任
者
が
担
当
し
た
。
こ
れ
は
、
移
住
者
が
多
く
、
必
ず
し
も
同
族
な
い
し
親
族
か
ら
の
急
な
支
援
が
期
待
で
き
な
い
、
当
地
特
有
の

事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
次
章
以
降
で
は
、
竹
内
利
美
の
分
類
を
参
照
しＱ
、
藁
の
供
出
・
火
葬
場
作
り
・
棺
担
ぎ
・
見
張

り
を
「
外
働
き
」、
祭
壇
・
葬
具
作
り
を
「
内
働
き
」
と
区
分
し
て
用
い
た
い
。

　

向
町
に
は
曹
洞
宗
寺
院
の
天
徳
寺
（
一
四
六
一
年
〔
寛
正
二
〕
開
基
）
が
あ
り
、
向
町
住
民
は
基
本
的
に
天
徳
寺
の
檀
家
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
中
頃
ま
で
の
当
地
の
葬
儀
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ
た
。〔
臨
終
後
〕
僧
侶
に
よ
る
枕
経
↓
〔
二
日
目
〕

夕
方
、
喪
家
に
親
族
や
契
約
講
員
な
ど
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
三
夜
念
仏
↓
〔
三
日
目
〕
友
引
で
な
け
れ
ば
葬
儀
、
火
葬
、
三
夜
念
仏

二
夜
目
↓
〔
四
日
目
〕
骨
上
げ
、
埋
葬
、
三
夜
念
仏
最
終
夜
。
な
お
、
天
徳
寺
近
辺
の
家
で
は
行
列
を
組
ん
で
天
徳
寺
へ
行
き
、
本
堂

前
で
祭
壇
を
組
み
葬
儀
を
行
っ
た
後
、
山
手
の
火
葬
場
（
野
焼
き
場
）
ま
で
棺
（
座
棺
）
を
運
ぶ
。
天
徳
寺
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
、

自
宅
で
葬
儀
を
行
い
、
行
列
を
組
ん
で
直
接
火
葬
場
へ
向
か
う
場
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

三　

戦
後
に
お
け
る
契
約
講
の
連
合
と
機
能
変
容

　

戦
後
、
地
域
社
会
が
変
化
す
る
中
、
向
町
の
契
約
講
群
は
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
存
在
意
義
を
大
き
く
動

揺
さ
せ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
の
重
油
式
火
葬
場
の
建
設
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
建
設
計

画
を
推
し
進
め
た
の
が
各
契
約
講
の
講
長
ら
に
よ
る
「
向
町
契
約
講
連
合
会
」（
以
下
、
連
合
会
）
と
い
う
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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本
章
で
は
ま
ず
、
連
合
会
の
成
立
過
程
と
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
当
地
に
お
け
る
葬
儀
手
伝
い
の
ど
の
要
素
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
変
化
し
た
の
か
を
確
認
す
る
。
続
い
て
、
契
約
講
組
織
の
変
容
を
跡
付
け
て
い
く
。

１　

向
町
契
約
講
連
合
会
の
結
成 

│
│ 

町
議
会
と
の
交
渉Ｒ 

│
│

　

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）、「
豫
テ
ヨ
リ
思
案
ト
ナ
ッ
タ
火
葬
場
及
ビ
休
憩
小
屋
建
設
ノ
機
至
リ
」、「
向
町
町
内
の
十
二
契
約
講
々

長
会
」（
以
下
、
講
長
会
）
が
開
催
さ
れ
る
。
休
憩
小
屋
建
築
費
の
一
部
を
町
の
助
成
、
不
足
額
は
各
契
約
講
の
講
員
二
三
九
戸
よ
り
一

九
〇
円
ず
つ
拠
出
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
複
数
の
法
的
規
制
が
あ
る
火
葬
場
建
設
に
関
し
て
は
、
一
九
五
五
年
一
月
の
臨
時
町
議

会
に
お
い
て
、
都
市
計
画
法
に
よ
る
「
火
葬
場
の
新
設
整
備
の
要
望
」
が
向
町
町
内
会
長
の
名
で
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
向
町
選
出
の

議
員
Ｆ
氏
が
事
情
説
明
し
、「
満
場
一
致
採
択
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
最
上
町
に
お
け
る
火
葬
場
建
設
計
画
は
、
町
制
施
行
後
ま

も
な
く
講
長
会
の
主
導
に
よ
っ
て
動
き
始
め
た
。

　

一
九
五
八
年
、
講
長
会
よ
り
霊
柩
車
（
人
力
に
よ
る
台
車
式
、
い
わ
ゆ
る
棺
車
）
の
購
入
案
が
出
さ
れ
る
。
翌
年
一
月
に
は
、
参
集

す
る
講
数
を
増
や
し
、「
向
町
々
内
契
約
講
二
十
二
の
各
代
表
者
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
正
式
に
「
向
町
契
約
講
連
合
会
」
が
結
成

さ
れ
た
。
連
合
会
の
総
会
は
年
に
一
度
、
主
に
天
徳
寺
に
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
審
議
内
容
や
決
算
報
告
は
各
契
約
講
総
会
に
持
ち
帰
ら

れ
、
討
議
さ
れ
た
。

　

初
回
の
代
表
者
協
議
会
で
は
、
役
員
の
選
出
（
会
長
、
副
会
長
、
理
事
二
名
、
会
計
）
の
ほ
か
、
①
十
八
万
千
五
百
円
の
霊
柩
車

（
寝
坐
棺
兼
用
）
を
購
入
す
る
こ
と
、
②
町
よ
り
五
万
円
の
助
成
を
受
け
、
残
額
を
一
戸
五
百
円
（
二
六
三
戸
分
）
出
資
し
補
う
こ
と
、

③
使
用
料
は
加
入
者
無
料
、
未
加
入
者
の
う
ち
向
町
住
民
は
一
回
七
百
円
、
他
部
落
住
民
は
九
百
円
と
す
る
こ
と
、
④
葬
具
（
十
三
仏

掛
図
、
蓮
華
花
）
を
購
入
す
る
こ
と
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。
な
お
、
連
合
会
へ
の
出
資
・
加
入
は
任
意
で
あ
り
、
個
人
あ
る
い
は
他
部
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落
の
契
約
講
で
も
加
入
可
能
と
さ
れ
た
。

　

役
員
に
関
し
て
、
会
長
の
Ａ
氏
は
向
町
郵
便
局
局
長
代
理
で
あ
り
、
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
旧
家
の
分
家
初
代
、
副
会
長
の
Ｂ
氏
は

製
材
店
店
主
（
県
中
部
の
村
山
地
方
よ
り
移
住
）
で
あ
る
。
理
事
の
Ｃ
氏
は
精
肉
店
店
主
か
つ
町
議
会
議
員
で
あ
り
、
町
報
に
よ
る
と

「
勤
労
者
や
青
年
層
か
ら
絶
対
の
支
持
」
が
あ
り
「
陳
情
に
は
実
行
に
う
つ
る
ま
で
ね
ば
る
」「
熱
血
の
人
」「
軍
隊
上
が
り
で
身
体
も

大
き
く
厳
し
い
人
」
だ
っ
た
と
い
う
。
同
じ
く
理
事
の
Ｄ
氏
は
、
桶
屋
店
主
（
先
代
が
村
山
地
方
よ
り
移
住
）
で
あ
り
、
山
形
市
で
の

丁
稚
奉
公
の
経
験
か
ら
「
外
の
世
界
を
よ
く
知
る
」「
理
屈
に
強
い
」
人
物
だ
っ
た
。
会
計
の
Ｅ
氏
は
、
町
の
民
生
委
員
も
兼
務
し
て

い
た
天
徳
寺
の
住
職
で
あ
り
、
保
育
園
の
設
立
・
経
営
な
ど
町
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
関
わ
っ
た
。
加
え
て
聞
き
取
り
で
は
、
町
議
会
議

員
の
Ｆ
氏
（
宮
城
県
よ
り
移
住
）
も
連
合
会
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
Ｆ
氏
は
「
勉
強
家
、
努
力
家
」
で
、
前
述
の

火
葬
場
設
置
の
陳
情
説
明
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
以
上
の
六
名
は
明
治
末
〜
大
正
末
期
生
ま
れ
の
世
代
で
あ
り
、
戦
後
〜
昭
和
三
〇

年
代
に
お
け
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。
別
々
の
契
約
講
か
ら
新
・
旧
住
民
層
と
も
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
政
党
支
持
に
つ

い
て
も
自
民
党
と
社
会
党
、
保
革
双
方
の
意
見
を
取
り
込
む
構
成
と
な
っ
て
い
た
。
町
議
会
と
交
渉
し
、
火
葬
場
新
設
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
職
業
・
役
職
的
に
も
、
性
格
的
に
も
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
む
上
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
選
だ
っ
た
と
言
え
る
。

２　

連
合
会
の
活
動 

│
│ 

火
葬
場
の
建
設
と
霊
柩
自
動
車
の
導
入 

│
│

　

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
に
は
、
火
葬
場
に
関
す
る
臨
時
集
会
が
複
数
回
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
六
月
の
代
表
者
協
議
会
で

は
「
火
葬
炉
設
置
ニ
ツ
キ
役
場
当
局
ト
交
渉
ノ
結
果
仲
々
確
約
ニ
至
ラ
ズ
」、
結
局
連
合
会
で
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
戸

七
百
円
を
集
め
て
再
び
交
渉
に
当
た
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
最
終
的
に
十
八
の
契
約
講
と
個
人
加
入
者
八
一
名
が
出
資
し
、
う
ち
三

〇
万
円
を
町
役
場
に
支
払
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
火
葬
場
建
設
計
画
は
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
同
年
十
月
の
臨
時
町
議
会
に
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お
い
て
、
火
葬
場
の
建
設
用
地
買
収
（
議
第
四
号
）
お
よ
び
建
設
（
議
第
六
号
）
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
三
年
一
月
の
町
報
で

は
、「
向
町
地
区
契
約
講
の
方
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
」
火
葬
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
「
向

町
に
火
葬
場
で
き
る
」
と
い
う
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

今
ま
で
の
葬
儀
は
、
土
葬
か
、
火
葬
で
あ
っ
て
も
野
焼
き
と
い
う
、
原
始
的
な
方
法
で
埋
葬
し
て
い
た
の
を
、
こ
れ
で
は
衛
生
的

で
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
、
向
町
地
区
の
熱
望
に
よ
り
、
向
町
に
火
葬
場
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
程
竣
功
い
た

し
ま
し
た
。
…
中
略
…
合
計
一
五
五
万
円
で
、
寝
棺
、
座
棺
、
ど
ち
ら
も
利
用
出
来
、
燃
料
は
重
油
に
よ
っ
て
約
二
時
間
で
火
葬

さ
れ
ま
す
。

　

火
葬
場
の
完
成
を
受
け
、「
火
葬
炉
機
械
操
作
講
習
会
」
の
受
講
者
の
う
ち
希
望
者
一
名
が
機
械
操
作
係
と
し
て
連
合
会
に
委
嘱
さ

れ
た
。
同
年
七
月
の
臨
時
町
議
会
で
は
、「
町
火
葬
場
使
用
条
例
」
の
原
案
が
可
決
さ
れ
、
火
葬
料
は
十
二
歳
以
上
二
千
円
、
十
二
歳

未
満
千
五
百
円
、
死
産
児
千
円
、
溺
死
者
・
改
葬
者
は
二
割
増
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
連
合
会
は
町
か
ら
火
葬
場
の
運
営

を
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
年
十
月
、
町
報
に
「
待
望
の
火
葬
場
も
町
当
局
の
熱
意
と
関
係
者
の
奔
走
努
力
に
よ
り
六
月
に
竣
成
…
中
略
…
二
時
間
前
後
で
処

理
さ
れ
て
居
り
ま
す
の
で
使
用
な
さ
れ
た
方
々
は
心
か
ら
喜
ん
で
居
ら
れ
ま
す
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
野
焼
き
を
行
っ
て
い
た
頃

は
遺
体
処
理
に
一
晩
か
か
り
、
当
番
の
講
員
は
徹
夜
で
見
張
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
火
葬
場
の
完

成
に
よ
り
講
員
の
負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
十
二
月
、
連
合
会
総
会
に
て
火
葬
場
運
営
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
使
用
料
金
を
値
上
げ
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
が
、
三
年
後
に
は
火
葬
炉
を
修
理
す
る
案
が
出
さ
れ
、
千
円
以

上
の
大
幅
な
増
額
が
行
わ
れ
た
。
一
九
六
九
年
に
修
理
を
終
え
た
も
の
の
、
住
民
組
織
に
よ
る
火
葬
場
管
理
・
運
営
の
難
し
さ
が
浮
き
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彫
り
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

他
方
、
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
）
に
は
「
時
代
と
文
化
の
進
展
に
伴
い
霊
柩
車
の
腕
用
を
自
動
車
に
換
え
る
計
画
」
が
提
案
さ
れ

るＳ
。
翌
年
、
町
役
場
よ
り
も
ら
い
受
け
た
自
動
車
の
霊
柩
車
へ
の
改
造
費
と
車
庫
（
天
徳
寺
境
内
）
建
築
費
と
し
て
各
戸
四
五
〇
円
ず

つ
の
集
金
が
決
定
さ
れ
、
十
九
の
契
約
講
と
六
六
人
の
個
人
加
入
者
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
霊
柩
自
動
車
導
入
に
合
わ
せ
て
運

転
手
二
名
が
委
嘱
さ
れ
た
。
利
用
料
金
は
、
運
転
手
日
当
千
円
、
消
却
費
千
円
に
加
え
、
火
葬
場
か
ら
の
距
離
に
合
わ
せ
て
部
落
ご
と

に
ガ
ソ
リ
ン
代
が
三
百
円
、
五
百
円
、
七
百
円
、
千
円
の
四
段
階
で
設
定
さ
れ
た
（
非
加
入
者
は
二
割
増
）。
霊
柩
自
動
車
の
導
入
に

よ
り
、
向
町
以
外
の
土
葬
地
域
に
も
火
葬
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

３　

火
葬
場
・
霊
柩
自
動
車
の
町
営
化
と
連
合
会
の
終
局

　

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
三
月
の
町
議
会
決
議
に
よ
り
、
連
合
会
は
組
織
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
換
さ
せ
ら
れ
る
。「
最
上
町
火
葬

場
設
置
及
び
管
理
条
例
」
が
設
定
さ
れ
、「
地
域
住
民
の
要
請
と
衛
生
的
な
面
か
ら
火
葬
場
を
設
置
し
、
そ
の
管
理
を
向
町
契
約
講
に

委
託
運
営
し
て
来
た
が
、
火
葬
場
の
持
つ
特
異
性
と
衛
生
上
な
ど
の
問
題
か
ら
町
が
管
理
す
る
の
が
適
切
」
だ
と
さ
れ
た
の
で
あ
るＴ
。

　

こ
の
と
き
霊
柩
自
動
車
も
併
せ
て
町
営
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
連
合
会
の
手
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
会
の
活
動
目
的
・
意
義
は
宙
づ

り
状
態
と
な
る
。
一
九
七
四
年
の
連
合
会
総
会
で
は
「
今
ま
で
通
り
存
続
」
と
決
議
さ
れ
た
が
、
活
動
内
容
は
専
ら
仏
具
貸
出
と
（
霊

柩
車
用
の
）
車
庫
貸
出
と
な
り
、
各
契
約
帳
に
お
け
る
連
合
会
関
係
の
記
述
も
ご
く
簡
単
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
翌
年
、
残

金
八
三
八
〇
円
で
念
仏
鉦
と
木
魚
を
購
入
し
た
記
録
を
最
後
に
「
決
算
報
告
書
」
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
一
九
七
七
年
に
は
、
天
徳
寺

境
内
の
車
庫
を
取
り
壊
し
て
位
牌
堂
を
新
築
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
こ
れ
を
機
に
霊
柩
自
動
車
は
町
役
場
の
車
庫
へ
移
さ
れ
た
。
な

お
、
旧
霊
柩
車
（
棺
車
）
は
一
九
八
七
年
に
処
分
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
向
町
契
約
講
連
合
会
は
、
火
葬
場
の
建
設
に
向
け
て
契
約
講
長
ら
が
集
ま
る
形
で
動
き
始
め
、
霊
柩
車

（
棺
車
）
購
入
を
機
に
正
式
に
発
足
し
た
自
主
的
な
組
織
で
あ
る
。
火
葬
場
建
設
に
関
し
て
は
、
町
役
場
と
交
渉
を
繰
り
返
し
、
少
な

く
と
も
八
年
の
期
間
を
経
て
よ
う
や
く
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
。
法
的
制
約
や
特
殊
施
設
特
有
の
問
題
か
ら
、
行
政
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

建
設
・
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
が
大
半
で
あ
る
中
、
住
民
組
織
の
主
導
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
本
事
例
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

４　

契
約
講
の
機
能
変
容

　

当
地
の
契
約
講
の
変
化
を
「
十
文
字
契
約
講Ｕ
」
と
「
更
新
契
約
組
合Ｖ
」
を
例
に
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
〈
藁
の
供
出
〉
で
あ
る
が
、
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）、
火
葬
場
の
完
成
を
前
に
火
葬
場
使
用
料
が
仮
設
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、

十
文
字
契
約
講
で
は
（
悔
み
と
は
別
に
）
喪
家
へ
の
火
葬
場
使
用
料
の
醵
出
を
決
議
し
た
。
モ
ノ
の
供
出
か
ら
金
銭
の
醵
出
へ
と
移
行

し
た
の
で
あ
る
。
一
方
の
更
新
契
約
組
合
で
は
、
悔
み
の
奉
呈
（
一
九
六
三
年
は
二
百
円
）
の
み
で
、
火
葬
場
使
用
料
の
醵
出
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
。

　

次
に
〈
火
葬
場
作
り
〉
を
含
む
葬
儀
手
伝
い
の
出
役
に
関
し
て
、
十
文
字
契
約
講
で
は
一
九
六
二
年
、
出
棺
三
十
分
前
の
集
合
に
改

め
ら
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
、「
費
用
弁
償
」（
出
役
不
可
の
場
合
は
百
円
負
担
、
一
九
五
二
年
決
議
）
を
、
葬
儀
へ
の
参
列
と
い
う

理
由
で
あ
れ
ば
「
会
長
の
許
可
を
得
た
る
場
合
に
限
り
」
免
除
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
手
伝
い
に
出
る
と
葬
儀
に
は
参
列
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
契
約
講
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。
霊
柩
自
動
車
導
入
後
に
は
〈
棺
担
ぎ
〉

の
役
割
が
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
十
文
字
契
約
講
で
は
、
こ
れ
ま
で
全
五
班
が
出
役
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
九
七
〇
年
に
「
当
番
班
と

次
回
当
番
班
の
二
班
の
み
」
と
さ
れ
、
葬
儀
終
了
後
こ
の
二
班
に
対
し
酒
一
升
と
茶
菓
代
三
百
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九

七
二
年
以
降
は
、
状
況
に
応
じ
て
出
役
人
数
を
決
め
た
。
更
新
契
約
組
合
で
は
、
一
九
六
七
年
に
出
役
不
可
の
費
用
弁
償
五
百
円
を
定



（88）　88

め
て
い
た
が
、
翌
年
の
霊
柩
自
動
車
導
入
直
後
、
一
家
全
員
が
不
在
の
場
合
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
に
は
、
基

本
的
に
当
番
の
み
の
出
役
と
な
り
、
冬
期
の
除
雪
な
ど
は
全
員
招
集
も
可
と
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
重
油
式
火
葬
場
の
建
設
・
霊
柩
自
動
車
の
導
入
に
よ
り
、〈
藁
の
供
出
〉〈
火
葬
場
作
り
〉〈
棺
担
ぎ
〉〈
見
張
り
〉

が
不
要
と
な
り
、
向
町
の
契
約
講
群
は
そ
の
最
も
重
要
な
互
助
機
能
と
「
外
働
き
」
部
門
を
放
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
喪
失
は

契
約
講
の
存
在
意
義
を
動
揺
さ
せ
る
に
十
分
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
ま
で
に
向
町
の
契
約
講
群
は
「
変
質
」
を
遂
げ
た
と
言
え

る
。

四　

専
門
業
者
の
参
入
と
講
運
営
の
効
率
化

　

最
上
町
に
葬
儀
社
が
参
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
先
駆
と
な
っ
た
の
は
、
隣

接
す
る
新
庄
市
に
本
社
を
構
え
る
葬
儀
社
Ｇ
（
前
身
は
青
果
物
商
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
当
時
は
町
全
体
に
お
い
て
自
宅
葬
が
主
流
だ

っ
た
た
め
、
Ｇ
社
の
担
当
は
祭
壇
の
貸
出
お
よ
び
設
置
と
い
う
部
分
的
な
も
の
だ
っ
た
。
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
当
町
在
住
の
社
員
の

尽
力
に
よ
り
少
し
ず
つ
利
用
者
を
増
や
し
た
と
い
う
。
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）、
新
庄
市
に
告
別
式
ホ
ー
ル
を
建
設
し
て
い
る
。

　

一
九
七
八
年
頃
に
は
、
向
町
の
生
花
店
Ｈ
が
葬
祭
業
を
始
め
る
（
前
身
は
鮮
魚
店
）。
地
元
初
の
葬
儀
社
で
あ
る
。
当
初
は
他
地
域

の
葬
具
店
等
と
協
力
す
る
形
で
葬
儀
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
八
二
年
頃
に
は
自
社
用
の
祭
壇
を
購
入
し
、
町
所
有
と
な
っ
た
霊

柩
自
動
車
の
委
託
運
行
も
し
て
い
た
が
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
制
定
を
受
け
、
一
九
九
五
年
に
自
社
で
霊
柩
車
を
購
入
し
た
。
告

別
式
ホ
ー
ル
の
建
設
は
二
〇
一
〇
年
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
頃
に
は
、
同
じ
く
向
町
の
生
花
店
Ｉ
が
葬
儀
社
を
開
業
し
た
。
二

〇
〇
六
年
に
自
社
用
の
霊
柩
車
を
購
入
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
告
別
式
ホ
ー
ル
を
建
設
し
た
。
現
在
、
Ｈ
社
と
Ｉ
社
が
当
町
の
葬
儀
執
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行
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
大
ま
か
な
地
域
的
棲
み
分
け
も
見
ら
れ
るＷ
。

　

以
上
の
動
き
を
受
け
、
十
文
字
契
約
講
で
は
、
一
九
七
五
年
に
当
番
班
の
み
出
役
と
な
り
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
を
最
後
に

出
役
記
録
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
更
新
契
約
組
合
に
お
い
て
も
、
一
九
八
一
年
に
「
不
幸
宅
の
要
請
が
あ
る
場
合
の
み
出
役
」
と
変
更

さ
れ
、
翌
年
、〈
祭
壇
作
り
〉
の
機
能
を
放
出
し
て
い
る
。
葬
儀
社
の
参
入
は
、「
内
働
き
」
部
門
を
含
む
手
伝
い
機
能
全
般
を
放
出
さ

せ
た
。
一
方
、
念
仏
へ
の
参
列
と
悔
み
の
奉
呈
に
関
し
て
は
、
解
散
ま
で
、
あ
る
い
は
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

葬
儀
手
伝
い
以
外
の
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
九
七
二
年
、
両
講
と
も
時
間
と
労
力
の
節
減
の
た
め
、
毎
年
の
総
会

場
所
を
当
番
宅
か
ら
食
堂
へ
移
動
さ
せ
、
日
時
も
変
更
可
と
し
た
。
総
会
場
所
の
変
更
に
伴
い
、
総
会
で
使
用
す
る
膳
碗
や
盃
、
座
布

団
な
ど
備
品
の
処
分
を
検
討
し
始
め
、
両
講
と
も
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
ま
で
に
全
て
の
備
品
を
処
分
し
た
。
共
同
購
入
し
た
財
産

の
処
分
は
、
契
約
講
の
結
束
力
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
十
文
字
契
約
講
で
は
「
現
状
で
は
親
睦
会
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
形
式
だ
け
の
役
員
は
不
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
相
次
い
で
出
さ
れ
、
講
運
営
の
効
率
化
と
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
た
。
こ
の
時
点
で
「
親
睦
会
」
と
自
己
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
の
更
新
契
約
組
合
で
は
、
一
九
八
一
年
以
降
、「
今
後
の
あ
り
方
」「
規
約
見
直
し
」
な
ど
が
議
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
一

九
九
二
年
に
は
、「
更
新
契
約
組
合
の
ル
ー
ツ
」
発
刊
、
一
九
九
六
年
に
は
当
講
の
目
的
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
当
講
は
「
村
山
出

身
者
の
つ
ど
い
」「
心
の
寄
り
処
」
で
あ
り
、「
各
職
業
別
の
会
話
」「
情
報
交
換
等
」
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
両
講
と
も
一
九
九
六
、
七
年
頃
ま
で
に
実
質
的
に
親
睦
会
化
し
て
お
り
、
第
二
段
階
目
の
「
変
質
」
を
遂
げ
た
と
言
え
る
。
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五　

合
同
火
葬
場
の
建
設
と
契
約
講
の
組
織
変
容

　

町
営
化
後
も
修
理
を
重
ね
、
稼
働
し
て
き
た
火
葬
場
だ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
至
り
、
再
び
そ
の
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
た
。

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
八
月
の
町
報
で
は
、「
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
に
、
か
ね
て
よ
り
火
葬
場
の
建
設
に
む
け
て
検
討
を
重

ね
て
」
き
た
が
、
建
設
費
や
維
持
費
を
勘
案
し
た
結
果
、
新
庄
市
と
合
同
で
建
設
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
周
知
さ
れ
た
。
し
か
し

実
際
に
は
、
負
担
額
を
め
ぐ
る
議
論
に
時
間
が
か
か
り
、
予
定
よ
り
約
一
年
半
遅
れ
て
一
九
九
八
年
四
月
に
使
用
開
始
と
な
っ
た
。
最

上
町
の
火
葬
場
は
、
建
て
替
え
構
想
か
ら
約
四
年
を
経
て
「
新
庄
・
最
上
さ
く
ら
が
丘
斎
苑
」
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ

の
合
同
火
葬
場
（
バ
ー
ナ
ー
式
）
へ
の
移
行
に
よ
り
、
火
葬
炉
の
空
き
具
合
に
よ
っ
て
葬
儀
前
に
火
葬
を
済
ま
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
骨

葬
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

合
同
火
葬
場
の
完
成
を
受
け
て
、
向
町
の
契
約
講
群
は
一
つ
の
局
面
を
迎
え
る
。
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
親
睦
会
と
化
し
、
い
わ

ば
形
骸
化
し
て
い
た
契
約
講
は
、
一
九
九
八
年
以
降
、
解
散
し
た
も
の
と
親
睦
会
へ
移
行
し
た
も
の
と
に
大
き
く
分
か
れ
た
。
十
文
字

契
約
講
で
は
、
一
九
九
八
年
に
親
睦
を
趣
意
と
す
る
こ
と
等
が
決
議
さ
れ
、
こ
の
記
録
を
最
後
に
解
散
し
て
い
る
。
更
新
契
約
組
合
で

は
、
一
九
九
八
年
度
総
会
に
て
、「
初
代
の
意
志
の
尊
さ
を
語
る
」
こ
と
、「
特
に
二
代
目
三
代
目
の
青
年
に
志
を
継
い
で
行
く
」
こ
と

が
総
会
の
目
的
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
、
講
の
存
続
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
十
文
字
契
約
講
は
「
変
形
」
後
す
ぐ
に
「
解
体
」
を
遂
げ
、
更
新
契
約
組
合
は
実
質
的
に
「
変
形
」
し
た
と

言
え
る
。
二
〇
一
八
年
現
在
、
向
町
に
現
存
す
る
の
は
、
更
新
契
約
組
合
を
含
む
二
講
の
み
で
あ
るＸ
。
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六　

考
察
と
結
論

１　

契
約
講
の
機
能
放
出
と
組
織
再
編 

│
│ 

火
葬
場
建
設
の
イ
ン
パ
ク
ト 

│
│

　

向
町
に
お
け
る
契
約
講
群
は
、
葬
儀
互
助
に
機
能
が
特
化
さ
れ
た
「
葬
式
契
約
」
で
あ
る
。
と
く
に
移
住
者
・
非
農
家
世
帯
に
と
っ

て
は
、
藁
を
確
保
し
、
火
葬
を
遂
行
す
る
た
め
の
重
要
な
互
助
組
織
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
契
約
講
群
の
変
容
過
程
を
跡
付
け
た
結
果
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
の
重
油
式
火
葬
場
の
完
成
と
、
一
九
九
八
年
（
平
成
一

〇
）
の
合
同
火
葬
場
へ
の
移
行
が
変
容
を
促
す
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た
こ
と
が
了
知
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
火
葬
場
完
成
ま
で
を

「
原
型
」
と
す
れ
ば
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
を
「
変
質
期
」、
一
九
九
八
年
以
降
を
「
変
形
・
解
体
期
」
と
区
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
機
能
放
出
と
い
う
観
点
か
ら
変
質
期
は
さ
ら
に
、「
外
働
き
」
部
門
が
放
出
さ
れ
た
変
質
Ⅰ
期
と
、
葬
儀
社
が
登
場
し

「
内
働
き
」
の
労
務
も
放
出
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
変
質
Ⅱ
期
と
に
区
分
さ
れ
る
。
変
質
Ⅱ
期
に
は
備
品
の
処
分
や
講
運

営
の
効
率
化
な
ど
、
葬
儀
互
助
以
外
の
面
で
も
改
変
が
進
み
、
変
形
・
解
体
期
に
は
、
形
骸
化
し
て
い
た
契
約
講
を
解
散
ま
た
は
親
睦

会
と
し
て
再
編
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
変
形
期
以
降
の
存
続
な
い
し
解
体
要
因
は
、
本
論
の
目
的
を
離
れ
る
た
め
別
稿
に
て
検
討
し

た
い
。

　

さ
て
、
労
務
互
助
機
能
の
専
門
的
職
業
機
関
へ
の
移
譲
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
契
約
講
に
限
ら
ず
葬
式
組
な
ど
葬
儀
の
互
助

組
織
全
般
に
見
ら
れ
る
動
向
だ
と
言
え
よ
う
。
当
地
域
に
お
い
て
も
、
葬
儀
社
の
参
入
は
契
約
講
に
第
二
段
階
目
の
変
質
を
促
し
た
一

契
機
で
あ
る
。
し
か
し
、
葬
儀
社
へ
の
全
面
的
な
機
能
移
譲
は
葬
祭
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
こ
こ
十
数
年
の
こ
と
で
あ
り
、
組
織
変
容

に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
組
織
再
編
の
過
程
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
で
、
当
地
の
契
約
講
に
お
け
る
決
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定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た
の
は
重
油
式
火
葬
場
の
完
成
で
あ
る
こ
と
が
同
定
さ
れ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
火
葬
場
の
建
設
は
、
行
政
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
向
町
の
契
約
講
群
を
束
ね
る
向
町
契
約
講
連

合
会
主
導
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
火
葬
場
の
建
設
は
、
契
約
講
の
存
立
基
盤
を
揺
る
が
す

外
生
的
契
機
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
向
町
住
民
の
長
年
の
活
動
が
結
実
し
た
内
生
的
な
成
果
と
い
う
側
面
も
看
過
で
き
な
い
。
換
言

す
れ
ば
、
住
民
ら
の
主
体
的
な
意
思
決
定
が
契
約
講
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
、
い
わ
ば
自
己
決
定
権
の
披
瀝
と
そ
の
累
積
の
結
果
で
あ

り
、
自
己
組
織
化
（self-organization

）
の
過
程
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

２　

変
化
を
促
進
さ
せ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

で
は
、
こ
う
し
た
主
体
的
な
活
動
は
ど
の
よ
う
な
力
学
に
よ
っ
て
具
体
化
が
図
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
し
て
は
、
町
制
施
行
後
の
「
後
進
性
脱
却
」
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
ム
ー
ド
の
高
ま
り
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
ち
づ
く
り
自
体
は
行
政
の
呼
び
か
け
に
よ
る
も
の
だ
が
、
当
地
の
青
年
会
や
婦
人
会
、
公
民
館
な
ど
各
種
団
体
に
よ
る
活
動
は

見
過
ご
せ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
各
自
の
積
極
的
な
活
動
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
保
革
同
舟
の
住
民
運
動

が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
一
九
五
〇
年
代
の
新
生
活
運
動
は
活
発
に
取
り
組
ま
れ
、
各
地
区
の
組
織
・
団
体
は
競
い
合
う
よ
う
に
「
新
生

活
」
へ
の
改
善
目
標
を
掲
げ
て
い
た
。
町
報
に
は
「
新
生
活
運
動
を
か
え
り
み
て
」、「
向
町
の
講
中
が
連
合
し
て
れ
い
柩
車
を
作
つ
て

葬
儀
の
じ
よ
う
費
節
約
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
誠
に
時
き
に
適
し
た
こ
と
で
敬
服
に
た
え
な
い
」
と
の
記
事
も
見
ら
れ
るＹ
。

　

近
代
に
お
け
る
火
葬
の
受
容
過
程
を
考
察
し
た
林
英
一
は
、「
近
代
型
火
葬
」
の
普
及
に
は
、
国
家
に
よ
る
行
政
的
指
導
や
衛
生
問

題
・
墓
地
不
足
な
ど
の
現
実
的
問
題
だ
け
で
な
く
、
時
代
遅
れ
感
覚
と
「
近
代
化
」
へ
の
憧
憬
が
火
葬
化
を
促
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

と
指
摘
す
るＺ
。
こ
の
知
見
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
事
例
は
、
時
代
の
風
向
き
を
鋭
敏
に
感
じ
取
っ
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
ま
ち
づ
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く
り
の
機
運
と
新
生
活
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
活
用
し
な
が
ら
住
民
を
取
り
込
み
、
葬
儀
の
省
力
化
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
民
主
化
と

合
理
化
を
目
指
し
た
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
プ
ル
要
因
と
し
て
は
、
町
の
財
政
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
町
は
一
九
六
〇
年
頃
に
か
け
て
財
政
的
に
余
裕
の
な
い
時
期
が

続
い
て
お
り
、
難
航
し
て
い
た
火
葬
場
の
建
設
交
渉
は
連
合
会
が
一
部
費
用
負
担
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
状
況
が
動
い
た
。
隣
接
す
る

新
庄
市
で
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）、
市
行
政
主
導
に
よ
り
最
上
町
の
十
倍
以
上
の
事
業
費
を
投
じ
て
重
油
式
火
葬
場
が
建
設
さ

れ
て
い
る
。
当
町
財
政
の
規
模
と
厳
し
さ
は
、
住
民
ら
に
内
発
的
な
自
己
変
革
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
るａ
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
葬
制
が
変
化
す
る
契
機
と
力
学
を
住
民
組
織
の
側
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
専
門
業
者
の
参
入
と
パ
ラ

レ
ル
に
地
域
の
互
助
組
織
が
撤
退
し
、
相
即
的
に
葬
制
を
変
容
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
域
住
民
の
主
体
性
や
合
意
形
成
こ
そ

が
「
村
の
作
法ｂ
」
に
変
化
を
も
た
ら
す
最
大
の
触
媒
、
す
な
わ
ち
チ
ェ
ン
ジ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
諷
示
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
戦
後
の
民
主
化
や
経
済
成
長
、
地
域
社
会
の
状
況
に
惹
起
さ
れ
つ
つ
、
主
体
的
な
意
思
決
定
の
積
み
重
ね
に
よ
る
自
己
組

織
化
を
進
め
た
住
民
の
姿
が
看
取
さ
れ
る
。
単
純
な
機
能
移
譲
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
た

複
眼
的
な
変
容
力
学
の
考
察
が
要
請
さ
れ
よ
う
。

　

本
論
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
事
例
研
究
に
す
ぎ
な
い
が
、
戦
中
世
代
が
戦
後
、
旧
弊
を
廃
し
、
合
理
的
か
つ
時
代
に
見
合
っ
た
生
活
を

建
設
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
当
該
地
域
に
限
ら
ず
日
本
各
地
の
広
汎
な
地
域
で
見
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
地
域
住
民
の
側
か

ら
の
新
生
活
運
動
の
読
み
替
え
、
葬
制
を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
再
編
の
動
き
を
今
後
も
追
っ
て
い
き
た
い
。
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注（
1
）  

森
謙
二
『
墓
と
葬
送
の
ゆ
く
え
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
二
―
一
一
〇
頁
。
関
沢
ま
ゆ
み
編
『
民
俗
学
が
読
み
解
く
葬
儀
と
墓
の
変

化
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
三
頁
。
村
上
興
匡
「
葬
儀
研
究
か
ら
み
た
弔
い
の
意
味
づ
け
の
変
化
」（
鈴
木
岩
弓
・
森
謙
二
編
『
現
代
日
本
の
葬

送
と
墓
制
│
│
イ
エ
亡
き
時
代
の
死
者
の
ゆ
く
え
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）、
一
三
七
頁
。

（
2
）  
村
上
興
匡
「
近
代
葬
祭
業
の
成
立
と
葬
儀
慣
習
の
変
遷
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
九
一
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
三
七
―
一
四
九
頁
。

同
「
都
市
葬
祭
業
の
展
開
と
葬
儀
意
識
の
変
化
」（『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
二
三
、
二
〇
〇
六
年
）、
九
―
二
二
頁
。H

ikaru Suzuki, T
he Price 

of D
eath: T

he Funeral Industry in Contem
porary Japan (Stanford, Stanford U

niversity Press, 2001
).　

山
田
慎
也
『
現
代
日
本

の
死
と
葬
儀
│
│
葬
祭
業
の
展
開
と
死
生
観
の
変
容
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。
田
中
大
介
『
葬
儀
業
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
』
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
七
年
。
玉
川
貴
子
『
葬
儀
業
界
の
戦
後
史
│
│
葬
祭
事
業
か
ら
見
え
る
死
の
リ
ア
リ
テ
ィ
』
青
弓
社
、
二
〇
一
八
年
な
ど
。

（
3
）  

山
田
前
掲
書
（
二
〇
〇
七
）、
二
九
―
三
一
、
九
一
―
一
七
七
頁
。

（
4
）  

大
規
模
な
共
同
調
査
か
ら
各
市
町
村
史
に
お
け
る
記
述
ま
で
膨
大
な
数
の
報
告
が
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
全
国
的
か
つ
一
九
六
〇
年
代
と
九
〇
年

代
の
様
子
を
収
集
し
た
も
の
と
し
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
死
・
葬
送
・
墓
制
資
料
集
成
』
東
日
本
編
一
・
二
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九

九
九
年
、
同
西
日
本
編
一
・
二
、
二
〇
〇
〇
年
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
追
調
査
の
報
告
が
、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
九
一
、
二
〇

一
五
年
で
あ
る
。

（
5
）  

斎
藤
弘
美
「
葬
式
組
」（
新
谷
尚
紀
・
関
沢
ま
ゆ
み
編
『
民
俗
小
事
典　

死
と
葬
送
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
七
六
頁
。
社
会
学
の
立
場
か

ら
の
先
駆
的
な
成
果
と
し
て
、
有
賀
喜
左
衛
門
「
不
幸
音
信
帳
か
ら
見
た
村
の
生
活
│
│
信
州
上
伊
那
郡
朝
日
村
を
中
心
と
し
て
」（『
有
賀
喜
左
衛
門

著
作
集
Ⅴ　

村
の
生
活
組
織
』
未
来
社
、
一
九
六
八
（
一
九
三
四
）
年
）、
一
九
九
―
二
五
二
頁
。
竹
内
利
美
「
村
落
社
会
に
お
け
る
葬
儀
の
合
力
組

織
│
│
信
州
の
若
干
例
に
つ
い
て
」（『
竹
内
利
美
著
作
集
Ⅰ　

村
落
社
会
と
協
同
慣
行
』
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
（
一
九
四
二
）
年
）、
二
六
三
―
三

〇
五
頁
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
近
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
、
新
谷
尚
紀
『
葬
式
は
誰
が
す
る
の
か
│
│
葬
儀
の
変
遷
史
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
が
あ
る
。

（
6
）  

契
約
講
の
研
究
史
を
分
野
別
に
ま
と
め
た
論
考
と
し
て
、
高
橋
統
一
「
農
村
の
近
代
化
と
文
化
伝
統
│
│
岩
手
・
和
賀
の
契
約
講
」（『
村
落
社
会
の

近
代
化
と
文
化
伝
統
│
│
共
同
体
の
存
続
と
変
容
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
四
（
一
九
九
〇
）
年
）、
一
一
五
―
一
七
二
頁
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

拙
論
で
は
問
題
関
心
の
変
遷
を
基
準
に
、
分
野
横
断
的
な
観
点
か
ら
七
四
本
の
成
果
を
検
討
し
て
い
る
。
大
場
あ
や
「
契
約
講
研
究
の
成
果
と
課
題

│
│
分
野
横
断
的
な
検
討
か
ら
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
四
二
、
二
〇
一
八
年
ａ
）、
一
一
六
―
九
四
頁
。

（
7
）  

後
藤
一
蔵
「
契
約
講
の
変
容
と
村
の
再
編
成
過
程
│
│
宮
城
県
松
山
町
次
橋
の
事
例
」（『
社
会
学
評
論
』
三
二
（
二
）、
一
九
八
一
年
）、
七
二
―
九
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〇
頁
。
今
野
裕
昭
「
契
約
講
の
変
容
過
程
に
関
す
る
一
考
察
│
│
宮
城
県
桃
生
郡
鳴
瀬
町
大
塚
の
事
例
」（
塚
本
哲
人
編
『
現
代
農
村
に
お
け
る
「
い

え
」
と
「
む
ら
」』
未
来
社
、
一
九
九
二
年
）、
三
一
九
―
四
六
六
頁
。
寺
田
喜
朗
「
近
隣
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
葬
送
習
俗
│
│
根
白
石
村
に
お
け
る

契
約
講
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
」（
寺
田
喜
朗
・
塚
田
穂
高
・
川
又
俊
則
・
小
島
伸
之
編
『
近
現
代
日
本
の
宗
教
変
動
│
│
実
証
的
宗
教
社
会
学
の
視
座
か
ら
』

ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、
二
〇
一
六
年
）、
一
六
五
―
二
一
六
頁
。
大
友
義
助
「
契
約
講
の
変
容
に
つ
い
て
│
│
山
形
県
金
山
町
稲
沢
地
区
下
組
契
約
講
の
例

（
そ
の
一
）」（『
最
上
地
域
史
』
三
九
、
二
〇
一
七
年
）、
三
八
―
五
六
頁
。
同
「
契
約
講
の
変
容
に
つ
い
て
│
│
山
形
県
金
山
町
稲
沢
地
区
下
組
契
約

講
の
例
（
そ
の
二
）」（『
最
上
地
域
史
』
四
〇
、
二
〇
一
八
年
）、
二
一
―
三
三
頁
な
ど
。

（
8
）  

寺
田
は
、
組
織
形
態
は
残
存
し
て
い
る
も
の
の
集
団
機
能
の
内
容
が
変
化
し
て
い
る
パ
タ
ン
を
「
変
質
」（qualitative changing

）、
集
団
機
能

の
み
な
ら
ず
組
織
形
態
が
変
化
し
て
い
る
パ
タ
ン
を
「
変
形
」（transform

ation

）、
組
織
・
機
能
共
に
消
失
し
て
い
る
パ
タ
ン
を
「
解
体
」（dis-

solution

）
と
区
分
し
て
い
る
。
寺
田
前
掲
論
文
（
二
〇
一
六
）、
一
六
八
頁
。

（
9
）  

本
論
で
主
に
使
用
し
た
契
約
帳
は
、
十
文
字
契
約
講
（
一
九
四
七
年
十
一
月
再
結
成
〜
一
九
九
八
年
十
一
月
）
お
よ
び
更
新
契
約
組
合
（
一
九
四
二

年
五
月
記
録
再
開
〜
）
で
あ
る
。
契
約
帳
は
名
簿
・
議
事
録
・
会
計
簿
等
の
機
能
を
有
し
、
原
則
と
し
て
講
員
以
外
に
は
閲
覧
を
許
可
し
な
い
貴
重
な

一
次
資
料
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
ま
た
、
町
報
（
一
九
五
四
年
十
月
〜
）
は
、『
町
報
も
が
み
』『
最
上
町
報
』『
広
報
も
が
み
』
へ
と
名
称

が
変
更
さ
れ
た
が
、
本
論
で
は
「
町
報
」
に
統
一
し
て
表
記
す
る
。
最
上
町
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
『
広
報
も
が
み　

最
上
町
電
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
完
全
保
存
版
』
山
形
県
最
上
町
、
二
〇
〇
八
年
。

（
10
）  

聞
き
取
り
を
実
施
し
た
時
期
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
十
二
月
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
八
月
、
十
一
月
、
二
〇
一
八
年
四
月
、
六
月
、
八
月
、
二
〇

二
〇
年
七
月
、
八
月
で
あ
る
。
対
象
者
は
延
べ
三
六
名
、
内
訳
は
、
最
上
町
役
場
（
総
務
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
、
教
育
委
員
会
、
町
民
税
務
課
）

の
職
員
四
名
、
同
町
内
に
お
け
る
契
約
講
の
講
員
・
元
講
員
二
二
名
、
同
町
内
葬
儀
社
ス
タ
ッ
フ
五
名
の
ほ
か
、
新
庄
市
役
所
（
環
境
課
）
の
職
員
一

名
、
同
市
内
の
葬
儀
社
ス
タ
ッ
フ
四
名
で
あ
る
。

（
11
）  

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
時
点
で
農
林
業
に
従
事
す
る
人
口
は
全
体
の
七
四
％
を
占
め
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）
の
国
勢
調
査
時
ま
で
最
大

の
就
業
人
口
を
維
持
し
て
い
た
。
該
当
年
国
勢
調
査
よ
り
。

（
12
）  

該
当
年
国
勢
調
査
、
お
よ
び
最
上
郡
役
所
編
『
山
形
縣
最
上
郡
統
計
表　

明
治
四
十
年
』
最
上
郡
役
所
、
一
九
〇
八
年
。

（
13
）  

最
上
町
『
最
上
町
史　

上
巻
』
最
上
町
、
一
九
八
四
年
、
六
一
六
―
六
二
二
頁
。
同
『
最
上
町
史　

下
巻
』
最
上
町
、
一
九
八
五
年
、
二
〇
三
頁
。

（
14
）  

最
上
町
前
掲
書
（
一
九
八
五
）、
二
〇
四
頁
。

（
15
）  

町
長
に
よ
る
町
政
執
行
記
念
の
挨
拶
に
お
い
て
「
後
進
性
脱
却
」
が
謳
わ
れ
た
（『
町
報
』
第
一
号
、
一
九
五
四
年
十
月
）。

（
16
）  

最
上
町
前
掲
書
（
一
九
八
五
）、
一
九
七
頁
。
最
上
町
制
施
行
四
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
写
真
に
み
る
最
上
町
の
あ
ゆ
み
』
山
形
県
最
上
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町
、
一
九
九
四
年
、
七
頁
。

（
17
）  

『
町
報
』
第
二
四
号
、
一
九
五
六
年
九
月
。

（
18
）  

研
究
部
門
と
し
て
、
産
業
振
興
・
教
育
振
興
・
厚
生
衛
生
・
新
生
活
の
四
部
門
が
設
置
さ
れ
た
。
村
川
次
郎
「
村
づ
く
り
町
づ
く
り
と
公
民
館
」

（
山
形
県
公
民
館
二
十
年
誌
編
集
委
員
会
編
『
山
形
県
公
民
館
二
十
年
誌
』
山
形
県
社
会
教
育
振
興
会
、
一
九
七
一
年
）、
九
六
―
九
七
頁
。

（
19
）  
『
町
報
』
第
二
三
号
、
一
九
五
六
年
八
月
。
同
第
二
八
号
、
一
九
五
七
年
一
月
。
菅
沼
喜
一
「
新
し
い
町
づ
く
り
と
青
年
へ
の
期
待
」（『
社
会
教
育
』

七
（
三
）、
一
九
五
八
年
）、
一
四
頁
。

（
20
）  

『
町
報
』
第
一
五
号
、
一
九
五
五
年
十
二
月
。
同
第
三
三
号
、
一
九
五
七
年
六
月
。
同
第
三
八
号
、
一
九
五
七
年
十
一
月
な
ど
。

（
21
）  

農
村
と
町
場
の
地
域
特
性
お
よ
び
伝
統
的
な
葬
法
の
違
い
に
注
目
し
、
両
エ
リ
ア
の
契
約
講
の
集
団
特
性
・
機
能
・
分
布
状
況
等
を
比
較
検
討
し
た

詳
細
は
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
大
場
あ
や
「
地
域
社
会
と
葬
儀
の
互
助
組
織
│
│
農
村
と
町
場
の
契
約
講
の
比
較
か
ら
」（『
宗
教
と
社
会
』
二
四
、

二
〇
一
八
年
ｂ
）、
四
九
―
六
三
頁
。

（
22
）  

最
上
町
・
農
村
エ
リ
ア
の
契
約
講
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
義
則
・
大
友
義
助
・
沼
沢
千
代
松
「
最
上
地
方
の
契
約
講
」（『
最
上
地
方
民
俗
』
八
、
一
九

六
八
年
）、
二
―
一
一
頁
。
大
友
義
助
「
山
形
県
最
上
地
方
に
お
け
る
契
約
講
に
つ
い
て
」（『
農
村
文
化
論
集
』
二
、
一
九
八
〇
年
）、
四
五
―
六
〇

頁
。
上
野
貞
・
最
上
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
『
最
上
町
文
化
財
資
料
第
十
一
集　

小
国
（
最
上
町
）
の
年
中
行
事
と
歳
事
』
最
上
町
教
育
委
員

会
、
一
九
八
六
年
、
一
六
二
―
一
六
五
頁
な
ど
に
報
告
が
あ
る
。

（
23
）  

大
場
前
掲
論
文
（
二
〇
一
八
ａ
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）  

佐
藤
・
大
友
・
沼
沢
前
掲
論
文
（
一
九
六
八
）、
五
頁
。
そ
の
他
、
町
場
エ
リ
ア
（
向
町
）
の
契
約
講
に
関
し
て
は
、
山
形
県
教
育
委
員
会
『
山
形

県
の
民
俗
資
料
（
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
）』
山
形
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
年
、
一
一
九
―
一
二
〇
頁
。
最
上
町
前
掲
書
（
一
九
八
五
）、
五
二

〇
頁
。
上
野
貞
「
向
町
大
当
講
由
来
」（
私
家
版
、
一
九
九
二
年
）
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
報
告
が
見
ら
れ
る
。

（
25
）  

基
本
的
に
藁
六
〇
束
だ
っ
た
と
の
聞
き
取
り
を
得
て
い
る
。
各
戸
に
よ
る
供
出
の
不
足
分
は
講
内
外
の
農
家
か
ら
購
入
し
調
達
し
た
。
農
家
は
冬
仕

事
の
た
め
に
藁
を
余
分
に
保
管
し
て
い
た
た
め
高
価
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
26
）  

竹
内
は
、
葬
儀
手
伝
い
の
作
業
場
所
に
着
目
し
、
帳
場
を
中
心
に
賄
い
や
接
待
な
ど
を
「
内
働
き
」、
墓
穴
掘
り
や
火
葬
・
埋
葬
作
業
を
「
野
働
き
」

と
整
理
し
て
い
る
。
竹
内
前
掲
論
文
（
一
九
九
〇
（
一
九
四
二
））、
二
九
二
―
二
九
三
頁
。

（
27
）  

以
下
の
記
述
は
、
契
約
帳
を
中
心
に
、
各
契
約
講
に
配
布
さ
れ
た
連
合
会
の
「
決
算
報
告
書
」（
一
九
五
九
年
〜
一
九
七
五
年
）、
町
報
、
お
よ
び
聞

き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
証
言
か
ら
再
構
成
す
る
形
を
と
る
。
町
報
は
、
一
九
五
五
年
二
月
号
〜
一
九
七
二
年
四
月
号
、
一
九
九
五
年
八
月
号
〜
一
九

九
八
年
四
月
号
を
主
に
使
用
し
て
い
る
。
煩
雑
に
な
る
た
め
、
本
文
中
で
は
詳
し
い
号
数
の
引
用
は
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
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（
28
）  

向
町
で
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
自
家
用
車
が
普
及
し
始
め
た
。
霊
柩
自
動
車
導
入
直
後
の
連
合
会
総
会
で
は
、「
行
列
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」

と
の
提
案
が
さ
っ
そ
く
出
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）  

「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
第
一
条
に
基
づ
く
運
用
方
針
で
は
、
火
葬
場
は
公
衆
衛
生
や
公
共
の
福
祉
な
ど
極
め
て
高
い
公
共
性
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
主
体
は
「
原
則
と
し
て
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
べ
き
」
と
さ
れ
て
い
る
。
島
崎
昭
「
火
葬
場
の
運
営
の
現
状
」

（
葬
送
文
化
研
究
会
編
『
葬
送
文
化
論
』
古
今
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
一
一
四
―
一
二
〇
頁
。
武
田
至
「
火
葬
場
の
取
締
り
の
流
れ
と
扱
わ
れ
方
」

（
火
葬
研
究
協
会
立
地
部
会
編
『
火
葬
場
の
立
地
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
―
四
六
頁
。
加
え
て
、
噴
煙
・
臭
気
や
職
員
不
足
な
ど
特

殊
施
設
ゆ
え
の
問
題
か
ら
、
火
葬
場
は
建
設
の
み
な
ら
ず
管
理
・
運
営
も
容
易
で
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
八
木
澤
壯
一
「
嫌
わ
れ
る
施
設
の

代
表
と
し
て
の
火
葬
場
」（
浅
香
勝
輔
・
八
木
澤
壯
一
『
火
葬
場
』
大
明
堂
、
一
九
八
三
年
）、
二
五
―
四
三
頁
。

（
30
）  

十
文
字
契
約
講
は
、
昭
和
初
期
に
結
成
さ
れ
、
前
出
の
天
徳
寺
門
前
の
家
々
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
任
意
の
契
約
講
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
（
昭
和
二

二
）
に
五
組
二
四
戸
編
成
で
再
結
成
さ
れ
、
当
時
の
講
員
の
職
業
内
訳
は
、
商
工
業
者
八
戸
（
大
工
〔
三
〕、
染
物
、
鉄
工
、
豆
腐
、
鮮
魚
、
商
店
）、

公
務
員
六
戸
（
郵
便
局
〔
三
〕、
町
役
場
〔
二
〕、
小
学
校
教
諭
）、
農
家
二
戸
、
そ
の
他
八
戸
（
学
校
事
務
〔
二
〕、
自
由
業
〔
二
〕、
鉱
山
事
務
、
製

材
工
場
勤
務
、
僧
侶
、
地
主
）
で
あ
っ
た
（『
十
文
字
会
規
定
』『
十
文
字
会
規
定
綴
』『
備
品
取
扱
規
定
』『
会
員
名
簿
』『
備
品
台
帳
』『
会
計
簿
』

『
記
録
』）。

（
31
）  

更
新
契
約
組
合
は
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
村
山
地
方
（
山
形
県
中
部
）
の
出
身
者
が
集
ま
っ
て
組
織
さ
れ
た
契
約
講
で
あ
る
。
講
員
に
は
、

鉄
道
の
敷
設
工
事
に
関
わ
り
、
向
町
の
機
運
を
見
て
移
住
し
て
き
た
農
家
の
次
三
男
が
少
な
く
な
い
。
一
九
四
七
年
時
点
で
は
五
組
十
六
戸
、
職
業
内

訳
は
商
工
業
者
十
三
戸
（
商
店
〔
三
〕、
理
容
、
そ
ば
、
大
工
、
薬
局
、
運
送
、
建
設
、
自
動
車
、
ポ
ン
プ
、
菓
子
、
呉
服
）、
そ
の
他
三
戸
（
畜
産
農

家
、
神
主
、
鉄
道
員
）
で
あ
る
（『
昭
和
十
七
年 

規
約N

o.1
』『
平
成
五
年
度
以
降 

更
新
契
約
組
合
議
事
録N

o.2

』）。

（
32
）  

一
九
九
〇
年
頃
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
（
旧
最
上
町
農
協
、
現
Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み
・
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）
も
葬
儀
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
聞
き
取

り
に
よ
る
と
、
利
用
者
は
現
在
に
至
る
ま
で
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う
（
二
〇
一
五
年
は
町
全
体
で
二
〇
件
ほ
ど
）。
農
村
エ
リ
ア
で
は
、
葬
儀
を

行
う
場
所
に
も
人
員
に
も
ほ
と
ん
ど
困
ら
な
い
た
め
、
提
携
す
る
葬
儀
社
（
以
前
は
Ｇ
社
、
現
在
は
Ｉ
社
）
の
紹
介
か
、
葬
儀
受
付
や
花
輪
の
発
注
な

ど
補
助
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
33
）  

「
合
同
火
葬
場
が
出
来
た
頃
か
ら
契
約
講
は
や
ら
な
く
な
っ
た
」、「
ど
こ
か
が
辞
め
る
と
つ
ら
れ
て
辞
め
る
」
等
の
証
言
か
ら
、
そ
の
他
の
契
約
講

も
一
九
九
八
年
頃
を
境
に
「
変
形
」
な
い
し
「
解
散
」
へ
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
喪
家
に
お
け
る
〈
賄
い
〉
は
、
近
隣
宅
の
女
性
を
中
心

に
担
当
さ
れ
た
た
め
契
約
講
変
容
の
影
響
を
直
接
に
は
受
け
て
い
な
い
が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
電
化
製
品
、
仕
出
し
屋
の

普
及
に
よ
り
参
集
人
数
を
徐
々
に
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
。
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（
34
）  

『
町
報
』
第
五
八
号
、
一
九
五
九
年
四
月
。
新
生
活
運
動
の
当
地
に
お
け
る
展
開
、
お
よ
び
葬
儀
・
婚
礼
や
諸
行
事
を
め
ぐ
る
実
践
と
結
果
に
つ
い

て
は
、
新
生
活
運
動
の
研
究
史
と
全
国
的
な
動
き
に
位
置
付
け
な
が
ら
、
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
35
）  

林
英
一
『
近
代
火
葬
の
民
俗
学
』
法
藏
館
、
二
〇
一
〇
年
、
三
五
三
―
三
五
四
頁
。

（
36
）  
町
役
場
の
元
担
当
職
員
か
ら
は
「
葬
儀
に
関
す
る
こ
と
は
全
て
契
約
講
に
任
せ
て
い
た
」
と
の
話
が
聞
か
れ
、
講
員
・
元
講
員
か
ら
は
「
昔
は
契
約

講
で
何
で
も
や
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ
こ
に
、
当
地
の
葬
儀
・
埋
葬
に
関
す
る
町
行
政
と
契
約
講
（
連
合
会
）
の
関
係
性
が
よ
く
示

さ
れ
て
い
る
。

（
37
）  

柳
田
国
男
「
葬
制
の
沿
革
に
つ
い
て
」（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
一
五
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
（
一
九
二
九
）
年
）、
四
九
九
―
五
二
〇
頁
。
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Dynamics of Changes in Funerals
A Study of the Union and Reorganization 
of Keiyaku Kō in Mogami, Yamagata

ŌBA Aya

This paper describes how funeral customs changed in a local community 
in the process of social change in post-war Japan. It elucidates the factors 
that changed funerals and the mechanism that advanced those changes by 
focusing on the case of keiyaku kō (mutual aid organizations for funerals) in 
Mogami, Yamagata. Several dozen keiyaku kō in an urban area of Mogami 
have gradually discontinued operations after the construction of a cremato-
rium powered by heavy oil. This new establishment had a major impact on 
the transformation of keiyaku kō, yet was an achievement for which the 
leaders of each keiyaku kō united their organizations and negotiated with 
the local government. Behind this measure lay not only the financial situa-
tion of the town but also the activities of the leaders, who took advantage 
of the social trend of community development and certain slogans from the 
New Life Movement. After that, a local funeral company opened business 
there, but its impact was secondary. While previous studies have explained 
changes in funerals as mainly being caused by industrialization, my results 
indicate that traditional funeral cultures were not unilaterally negatively 
affected by industrialization, but rather, local residents took the initiative in 
actively reorganizing them.


